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発行元 ● 大山街道アクションフォーラム運営委員会

     高津区役所 

発行日 ● 平成29年 8月 

「不動産の価値は敷地ではなく『地域』にある。そしてまちの価値は『人』

である」「まちづくりには共感が必要。住む人々の『物語』の積み重ねが『あ

なた、ここ、いまでなければ』のまちづくりを生み、価値のあるまちにな

る」との大島さんの説明に参加者は熱心に聞き入っていました。

また、「高津大山街道は今の生活に連続している街並みが続いているが、

この先どうなるかはわからない。今まで受け継がれているからこそ、先人

の思いを引継ぎやすい。そういった先人がいるのが大山街道の価値。人任

せではなく『あなた・ここ・いま』を考えて話し合ってください」とのア

ドバイスもいただきました。

参加者からは「面白かった！思想あるリノベーション、まちづくりの話

に大変感銘を受けました」「ここでなければ、このまちでなければ、という

言葉に深くうなずきました」といった声や、「自分の建物のリノベーション

を検討したい」という人も。

この思いをアクションにつなげて、大山街道を盛り上げていきましょう。

の まちづくり

第 1 部は地元企業である、株
式会社 NENGO の小沢氏による
講演「断熱コンサルタントが
紐解く快適な住まいの条件」 

大山阿夫利神社の権祢宜目
黒氏にもお越しいただきま
した

事例①
曽祖父、祖父、父によって建てられた建物を
リノベーションした、梅屋敷の「うめこみち」

事例②
団地をまるごとリノベーション
した座間の「ホシノタニ団地」

株式会社ブルースタジオ専務取締役クリエイティブディレクター
大島様、株式会社 NENGOの皆様、ありがとうございました！

６月２８日（水）に開催した第２４回大山

街道アクションフォーラム。今回は地元にお

住まいの皆さんと大山街道のまちづくりを考

えるため、リノベーション業界で最も注目さ

れているブルースタジオの大島芳彦さんを招

き、『あなたでなければ ここでなければ い

までなければ』をテーマにお話をいただきま

した。参加者は大島さんのお話から多くのヒ

ントと後押しを得たようです。

※事例①と②の写真は株式会社ブルースタジオの HPより引用。



 江戸時代から、二子橋が架けられる大正時代
まで、大山街道を渡る交通手段は「渡し舟」で
した。１１月３日（金・祝）、この「二子の渡
し」体験イベントを行い、川崎と世田谷の往来
を楽しみます。
 受付会場の二子神社では、「二子の渡し」に
まつわる紙芝居や、竹細工の玩具、あゆの絵付
けワークショップなど、子どもも大人も楽しめ
る企画を開催予定です。
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 ７月３０日（日）に第４４回高津区民祭が開催されました。伝統

の納太刀パレードなどが行われ、大山街道が多くの高津区民でにぎ

わいました。

 大山街道アクションフォーラムでは、今回も「１０００匹のあゆ

プロジェクト」が中心となって、あゆの絵付けワークショップを岩

崎酒店前で行い、子どもたちの手によって約４０匹のカラフルなあ

ゆが誕生しました。

 また今回は、「二子新地グルメの会」主催で「Vege＆Art Fes」、
「オトナのほろ酔いナイト」が二子神社で開催され、地元飲食店の

料理やダンス、ライブで区民祭終了後も夜遅くまで大盛り上がりで

した。

伝統の納太刀を担いだパレード 

参加者及び「１０００匹のあゆプロジェクト」、
「二子新地グルメの会」の皆様、ありがとうご
ざいました。 

あゆづくりを楽しんでいます 

戸時代の交通体験！「二子の渡し体験」 １１月３日（金・祝）開催予定

高津区と世田谷区を往来します。 

二子神社で同時開催のベジ＆マート 

今後もあゆの絵付けワーク
ショップを開催いたしま
す。御参加お待ちしており
ます。 
また、二子新地グルメの会
による「カレーフェスタ」
は今年度も大山街道フェス
タ内で開催予定です。お楽
しみに 

平成 29 年 10 月 


